
■ 1．はじめに

日本と中国における大学入学試験制度は，長年に
わたり人材選抜の中心的な役割を果たしてきた。し
かし近年，両国は共通して，デジタル技術の急速な
発展や少子化の進行といった大きな社会的変化に直
面している。とりわけデジタル技術の進展は，従来
の大学入試制度の前提を揺るがし，評価手法や選抜
モデルの再構築を迫る要因となっている。一方，少
子化の進行は大学間競争を激化させ，制度改革の必
要性をさらに高めている。
まず，少子化については，日本では長期にわたる
出生率の低下と人口減少が続き，多くの大学で定員
割れが深刻化している [1]。一方，中国でも 2016

年以降出生数は減少傾向に転じ，将来的に大学進学
適齢人口が大幅に縮小すると見込まれている [2]。
大学間の競争は激化し，大学は従来の選抜方式を維
持するだけでは受験生に十分な魅力を示すことが難
しくなっている。
さらに，デジタル技術の発展は入試制度に新たな
変革の契機をもたらしている。デジタル社会の進展
に伴い，社会が求める人材像は，「問いを立てる力」
や「仮説を立て・検証する力」，「評価する・選択す
る力」など，より高度で複合的な能力へと変化して
いる [3]。こうした人材像の変化は，高考や共通テ
ストといった従来型の知識偏重型試験では十分に測
定できない能力の重要性を浮き彫りにし，入試改革
の方向性そのものに強い影響を与えている。
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本研究は，日本および中国の大学入学者選抜制度を対象とし，比較の視点からデジタル技術の発展が
選抜制度に与える影響を検討するものである。両国の入学試験改革に関する政策および制度の動向を整
理した結果，公平性を重視する点では共通性がみられる一方，デジタル化改革の進め方，制度調整の方
法には明確な差異が確認された。また，本研究の比較からは，デジタル化が試験運営の効率化にとどま
らず，評価の重点を知識再生型から能力発揮型へと相対的に移行させつつあることが確認された。デジ
タル化の進展を背景として，大学入学者選抜制度そのものの位置づけについても，今後継続的な検討が
求められる。

This study examines university admission systems in Japan and China from a comparative 
perspective, focusing on how the development of digital technology has influenced selection systems. 
By reviewing policy measures and institutional changes related to admission reforms in both 
countries, the study finds that while Japan and China share an emphasis on fairness, they differ 
clearly in their approaches to digital reform and methods of institutional adjustment. The analysis 
also shows that digitalization has not only improved the efficiency of examination management, but 
has gradually shifted evaluation practices from a traditional focus on knowledge recall toward 
greater attention to abilities and learning processes. Against the backdrop of ongoing digitalization, 
the role and positioning of university admission selection systems themselves require continued 
examination.
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デジタル技術の導入は，日本では共通テストのオ
ンライン化や CBT（Computer Based Testing）検
討，中国では AI採点やオンライン面接の導入など，
試験運営の効率化と透明性向上に寄与している。し
かし同時に，技術格差やデータセキュリティといっ
た新たな課題も生じており，制度設計における重要
な検討事項となっている。
これまでの先行研究では，日本または中国の大学
入試制度を個別に分析する研究，あるいはデジタル
化の現状を紹介する研究が存在するものの，日中両
国の入試制度を比較し，その共通課題をデジタル化
の観点から整理する研究は極めて少ない。本研究は，
この点に着目し，両国の制度比較を通じてデジタル
化が入試改革に与える影響を明らかにすることを目
的とする。
本研究では，以下の視点を軸として立論を進める。
日本と中国の大学入試制度は，多様な考査方式を
導入する傾向を強めている。その中で，デジタル技
術の活用が入試制度の個別化と公平性の向上にどの
ような影響を与えるのかを考察する。

■ 2．研究方法

本研究では，文献研究および比較研究の方法を採
用した。文献研究では，日本と中国の大学入試制度
に関する文献，政策報告，および各種データを収集
し，特に近年注目されるデジタル化改革の影響に焦
点を当てて分析を行った。
研究期間および論文分量に制約があるため，本研
究は過去十数年における日中両国の入試制度改革を
中心的な分析対象とした。過去 10年間は，両国に
とって大学入試制度が大きく転換した時期にあた
る。
日本では，2012年のセンター試験における科目
選択の柔軟化や事前登録制の導入，さらに 2016年
の「高大接続システム改革会議」による「最終報告」
が，2021年の大学入学共通テスト導入へと直接つ
ながった [4]。一方，中国では 2014年より「新高
考改革」の試行が始まり，2017年から全国的な導
入が進められた。これらの制度改革はいずれも，従
来型の学力偏重型試験から，多様化・柔軟化を志向
する重要な転換点となっている [5]。本研究では，
これらの改革制度を主要な検討対象とした。
比較研究については，比較教育学の専門家・土持
ゲーリー法一の指導のもと，比較研究法を用いて研

究を進めた。本研究における比較枠組みでは，主と
して高等学校卒業段階を想定した大学入学者選抜制
度を分析対象とし，日本と中国における大学入試制
度の共通点・相異点を整理したうえで，デジタル技
術の導入が，入試制度の個別化・公平性・効率性に
どのような影響を及ぼしているかを分析の中心に据
えた。

■ 3．日中の従来の大学入試制度の比較

3.1　共通点
日中両国の入試制度には，共通する特性がいくつ
か存在する。
1）国家による制度的位置づけ
高校から大学への入試プロセスは，人材選抜およ
び育成システムにおける極めて重要な段階である。
両国とも，国家機関が入試制度を非常に重視してお
り，入試制度の運用や改革に関して明確な基準や方
針を定めている。例えば，日本には『大学入学者選
抜実施要項』[6]が，中国には『普通高等学校招生
工作規定』[7]が存在し，これらはいずれも教育行
政機関（日本では文部科学省，中国では教育部）が
関連法規に基づき策定し，毎年改訂・公布している。
2）全国統一試験の存在
両国の現行制度における「共通テスト」と「高考」
は，国家政策に基づいて実施される全国統一試験で
ある。
日本では，高等学校における基礎的な学習の達成
の程度を判定する機能を担う「大学入学共通テスト」
が位置づけられている [8]。一方，中国の「普通高
等学校招生全国統一考試」（以下「高考」と称する）
は，学生の独立思考力や学習内容を用いた問題分析
力・解決力を重視しており，より総合的な学力を測
定する試験として運用されている [9]。
統一試験の成績活用方法には違いがあるものの，
このような試験はすべての学生に平等な競争の場を
提供している。また，全国的な基準があることで，
地域間や都市・農村間の格差を一定程度是正し，基
本的な公平性が確保されている。
3）外国語能力測定に関する改革
過去 10年間において，両国は外国語能力測定に
関する改革を進めている。中国では，高考において
外国語科目の複数回受験制度が導入され [5]，日本
では TOEFLなどの外部英語試験の活用が検討され
ている [10]。これらの取り組みは，外国語を単なる
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表 1　相異点

1）競争の具体的形態
日本の大学入試では，一般選抜の割合は約半数で
あり（2024年度国公私計は 47.5%）[15]，総合型
選抜では受験生の個性や潜在能力が重視される。一
方，中国では，前述のとおり選抜方式が約 20種類
にまで多様化しているものの，成績重視の「一般選
抜」が依然として主流である。また，トップ大学で
は個性評価の重要性が高まりつつある一方で，一般
大学では依然として一般選抜の割合が高い。具体的
には，2024年度の北京大学（トップレベル大学）
の本キャンパスにおける新入生の一般選抜割合は，
早期合格枠を含めても 50%を超えない [16]。一方
で，山東大学（山東省にある一流大学）では，
2024年度の学部新入生総数 10337名のうち，普通
選抜の合格者は 8218名であり，全体の約 80%を
占めている [17]。
2）改革の実施度と成果
日本は，2017年 7月に「大学入学共通テスト」
の実施方針を決定し，大学入試センター試験から共
通テストへの移行を完了した。しかし，共通テスト
における記述式問題の導入や民間英語試験の活用に
ついては，現在も見送りの状態が続いている [18]。
一方，中国の新高考改革は進行中であるが，その
導入は一斉に実施されたわけではない。2014年に
浙江省と上海市における試行から開始され，その後
段階的に実施地域が拡大しているものの，全国的な
完全実施には未だ至っていない [19]。
3）出題形式
日本の共通テストは，前述のとおり選択式問題が
中心であり，記述式問題は未導入である。一方，中
国の高考では選択式と記述式が併用されており，ほ
ぼ全ての科目に非選択式の問題が含まれている。記
述式問題の比率が高い点は，中国の入試制度の大き
な特徴である。

試験科目ではなく，実用的な言語ツールとしての本
来の役割へと戻すことを目的としている。これは，
グローバル化の進展に伴う必然的な変化である
[11]。

令和 2 年度入学者選抜実施状況の概要
（平成 12 年との比較）[12]

4）多様な選抜方式の存在
両国とも，多様な選抜方式を導入しており，成績
のみを重視しない入試モデルが徐々に普及しつつあ
る。
日本では，一般選抜に加えて「総合型選抜」や「学
校推薦型選抜」が設けられており，近年は受験生の
総合的な資質・能力を重視するこれらの方式を経由
する入学者の割合が増加している。
中国においても，近年では大学進学のルートが約

20種類にまで拡大しており，従来の学力成績中心
の選抜だけでなく，多様な能力や特長を評価する仕
組みが選抜の参考要素として徐々に取り入れられつ
つある [13]。
5）競争の激しさ
日中両国の人口規模には大きな差があるが，入試
競争は極めて激しい。特に，東京大学や京都大学，
清華大学や北京大学などのトップレベルの大学への
入学競争は熾烈を極める。これらの大学には，非常
に優秀な学生のみが進学できるという社会的な認識
が根強い [14]。

3.2　相異点
日中両国の入試制度には共通点が多く見られるも
のの，社会構造や教育理念の違いにより，各国独自
の特徴も存在する。以下の表 1に，主な相異点を
示す。
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能力の評価が可能となる点もデジタル化の利点であ
る [23]。
さらに，入試制度は効率性・コスト面でも改善の
必要性が高まっている。デジタル化により紙媒体の
削減，業務負担の軽減，手続き期間の短縮が期待で
きるだけでなく，遠隔地に住む受験生も移動を伴わ
ずに受験できるようになるなど，受験者側の利便性
も向上する [24]。特に，新型コロナウイルス感染症
の拡大を契機として，オンライン試験の導入が進ん
だことは，デジタル化が不可欠であることを強く示
す事例となった [25]。
このように，デジタル化は単なる技術的更新では
なく，大学入試制度が「社会の変化に適応する人材
選抜機能」を維持するための必然的な改革であると
考えられる。

4.2　日本と中国のデジタル導入モデルの比較
1）出願および情報管理のデジタル化
日本では，長年にわたり大学入試の出願手続きが
紙媒体による郵送を中心として行われてきた。一方
で，各大学が実施する一般選抜等の個別試験につい
ては，オンライン出願の導入が進み，国公立大学で
は約 58％，私立大学では約 74％がオンライン方式
を採用している（旺文社，2020年）[26]。しかし，
全国統一試験に関しては，大学入試センター試験か
ら大学入学共通テストへの移行が完了した後も，紙
媒体を前提とした手続きが継続されてきた。
独立行政法人大学入試センターの公表によれば，

2026年度以降の共通テストでは，出願および内容
変更等の手続きがオンライン上（パソコン，タブレッ
ト，スマートフォン等）で可能となる予定であり，
受験票についても郵送方式からオンラインダウン
ロード方式へと変更される見込みである [27]。
これに対して，中国では出願および情報管理のデ
ジタル化がすでに全国的に実施されている。前述の
ように，中国の高考改革は省ごとに進度が異なり，
制度も地域差が存在するため，各省の教育試験院が
独自のオンライン出願プラットフォームを構築して
いる [28]。これらのオンライン出願システムにより
無紙化の出願手続きが実現され，受験生の成績情報，
志願校申請，合否データなどは電子的に大学へ送付
される。その結果，大学側のデータ確認作業は迅速
化・透明化され，入試全体の効率性向上に寄与して
いる。

4）大学の自主性
日本の大学は，入試選抜方式において比較的高い
自主性を有している。共通テストの成績をどの程度
参照するか，どの教科・科目を利用するかについて
は，各大学が募集要項等で定めることができ，また
独自試験の実施も認められている。
一方，中国では，高考の成績が主要な評価基準と
して強い影響力を持っており，国語・数学・外国語
が必須科目として全国一律に設定されている。受験
生は一定の範囲内で選択科目を選ぶことができるも
のの，科目構成そのものは国家が決定しており，大
学側の自主裁量は限定的である。さらに，特殊選抜
においても選抜基準や募集枠は国家または地方政府
によって管理されているため，大学の裁量権は日本
ほど大きくない [20]。
5）志望校選択の理念
日本では，専攻を重視した志望校選択が一般的で
あり，併願校数は 4～ 6校程度が標準である [21]。
一方，中国では，志望校数が最大 100校程度に及び，
大学のランキングを重視する傾向が強い [22]。
これらの相異点を踏まえると，両国は相互に学ぶ
べき点があると言える。中国は，日本の多様な選抜
方式を参考にすることができる。中国では依然とし
て成績重視の入試制度が主流であるが，少子化の進
行に伴い，日本のような多様な選抜方式を早期に導
入することが求められる。同様に，日本も中国の高
考における記述式問題を参考にすることができる。
記述式問題は，論理的思考力や応用力の評価に有効
であるものの，高い人件費など採点に関する課題が
ある。今後は，AI技術を活用した採点システムの
導入が期待される。

■ 4．�デジタル時代における入試制度の変革と
展望

4.1　デジタル化が求められる背景
デジタル時代の到来に伴い，社会が求める人材像
は大きく変化している。単に知識量の多寡を測る選
抜から，多面的・総合的に評価する大学入学者選抜
への転換が提唱されており，これにより試験方式や
評価方法の更新が求められている [4]。デジタル技
術の導入は，その実現に向けた重要な手段となり，
評価の柔軟性や多様性，即時性の向上や，より客観
的な測定の可能性を提供する。また，従来の紙筆試
験では捉えきれない，現代社会で求められる実践的
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に複数の監視カメラが設置されるなど，厳格な監督
体制が構築されている [31]。さらに，北京電影学院
をはじめとする芸術系大学ではオンライン試験が一
般化しており，2025年度入試では「小芸帮 APP」
および「小芸帮助手 APP」が採用されている。主
カメラが試験問題の受領・解答・動画撮影・答案提
出を担当し，補助カメラが監視を行うという二重構
造の方式が広く用いられている [32]。
両国ともオンライン試験を導入しているとはい
え，現時点では慎重な姿勢を維持しており，実施範
囲は限定的である。オンライン試験は主として補完
的な選抜手段として位置づけられ，大学入試の中心
的な選抜方式として全面的に採用されるには至って
いない。
4）採点および評価方式のデジタル化
日本では，「大学入試センター・シンポジウム

2023」において CBTが主要テーマとして取り上げ
られるなど，デジタル化の必要性は広く認識されて
いる。しかし，実際の大学入試においては依然とし
て紙筆試験が主流である。特に，記述式問題の自動
採点システムや大規模なデジタル採点方式の導入に
ついては慎重な姿勢が維持されており，社会的合意
が十分に形成されることを前提として段階的に検討
を進めるという立場が示されている。
これに対し，中国では採点プロセスのデジタル化
が顕著に進展している。ペーパーレス試験への移行
も加速しており，2016年には科大訊飛（iFlytek）
と中国教育部教育試験院が協力し，音声認識，手書
き認識，自然言語処理などの先端技術を教育試験分
野に応用する「共同実験室」を設立した。現在では，
高速スキャナーとオンライン採点ソフトウェアを組
み合わせたペーパーレス採点方式が主流となり，人
工知能（AI）による補助採点の導入も広がりつつ
ある [33]。
さらに，中国教育部は大学におけるペーパーレス
試験の実施を積極的に奨励しており，これらの取り
組みは将来的に高考にもペーパーレス試験が導入さ
れる可能性を示唆する動向として注目されている
[34]。
5）新しい科目を試験範囲に追加
情報技術の急速な進展に伴い，社会では情報処理
能力を備えた人材の需要がますます高まっている。
そのため，2025年度から日本の文部科学省は新学
習指導要領において，高校段階で「情報Ⅰ」を必修
科目とし，プログラミングやデータサイエンスと

2）志願校選択および合否発表のデジタル化
日本では，共通テストの成績開示について一定程
度のデジタル化が進んでいるものの，志願校の選択
は各大学が独自に運営する出願システムに依存して
いる。そのため情報が分散し，統合的なデータ活用
は十分に進んでいない。志願校の決定も基本的に受
験生自身の判断に委ねられており，データに基づく
支援は限定的である。また，試験後の成績開示請求
についても，受験生が各大学ごとの異なる手続きに
従い個別に申請する必要があるなど，事務手続きの
煩雑さが残されている。
これに対し，中国では，高考終了後約 15日（例
年 6月 25日前後）でオンライン成績照会が可能と
なり，その後の志願校選択から出願までの一連の手
続きがオンライン上で完結する仕組みが構築されて
いる [28]。地域によっては最大 100校まで出願で
きる制度を採用しているが，その結果，受験生が自
ら適切な大学を選択することが難しくなる傾向があ
り，ミスマッチが生じるケースも少なくない。
この課題に対応するため，過去の合格データと

AI技術を活用した志願校選択支援プラットフォー
ム（例：「陽光志願」）が導入されている。これによ
り，受験生の成績，興味，進路傾向を踏まえた個別
化された志願校推薦が可能となり，より適切な大学
選択が支援されている [29]。さらに，大学側も電子
データを活用して合否発表をオンラインで行うよう
になっている。ただし，正式な合格通知書について
は，依然として紙媒体による郵送方式が維持されて
いる。
3）試験実施段階におけるデジタル技術の導入
デジタル技術の発展に加え，新型コロナウイルス
感染症の影響は大学入試のデジタル化をさらに促進
し，多くの大学でオンライン試験の導入が進んだ。
現在でも，京都精華大学をはじめとする複数の大学
がオンライン面接方式を継続して採用している。特
に，デジタル面接プラットフォーム「HireVue（ハ
イアービュー）」（デジタル面接プラットフォーム）
が導入され，録画形式による面接実施が一般化しつ
つある [30]。
一方，中国でも一部の特殊選抜試験においてオン
ライン試験が積極的に活用されている。例えば，中
国伝媒大学の 2024年度高校特別選抜試験では，
「VooV Meeting（騰訊会議）」を用いたオンライン
面接が実施された。補助ツールとして「DingTalk」
が併用され，試験の信頼性と公平性を確保するため
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マー・トライアウト AO入試」を導入し，グループ
ワーク形式による評価を行っている。受験者は
iPadや PCを用いて協力しながら課題に取り組む
ことが求められ，受験生の学力の三要素を総合的に
測る。
さらに「サマー・トライアウト AO入試」を導入
後，AO入試志願者数は大幅に増加したとされる（表
2参照）。ICTを用いた入試方式が多くの受験者を
志願者増加の一因となった可能性が高いと指摘され
ている [39]。

表 2　サマー・トライアウト AO 入試の実施状況

2）公平性・透明性の向上
出願情報や受験データの電子化は，手続きの標準
化と透明性を大きく高めた。デジタル化された記録
は追跡が容易であり，従来の紙提出に伴う紛失や照
合作業の負担を大幅に減らす。また，採点段階でも
電子採点システムの導入が進み，採点基準の統一や
評価のばらつきの早期検出が可能となった。
さらに，CBTが普及すれば，受験会場までの移
動が困難な地域の受験生にとって機会格差の是正が
期待できる。設備の均一化が進めば，会場ごとの環
境差による不公平も軽減されるだろう。

3）大学と受験者の適合性の向上
デジタル化は，受験者の個性を多面的に把握する
ための情報基盤を整え，大学側の教育方針に沿った
選抜・マッチングを支援する余地がある。前述のよ
うに，従来の筆記試験だけでは把握が難しい能力が
評価対象となれる。特に，AIによるデータ分析は，
受験生の興味や適性を把握し，志望校とのマッチン
グを改善する可能性を持つ。中国の志願校選択支援
システムにみられるように，一定の効果を示したと
報告されている [40]。

4.4　課題と将来展望
前述のとおり，デジタル化は大学入試制度に構造
的な革新をもたらし，評価方式，管理機構，および
選抜理念に深い変容を促している。しかし，デジタ

いった分野を含む，これまで以上に高度な専門性を
要求する内容を盛り込んだ [35]。
しかし，中国ではこの分野の改革が必ずしも大き
く進展しているわけではない。例えば浙江省では，
高考の選択科目の中に「技術」という科目が設けら
れているものの，その内容は「通用技術」と「信息
技術」の二つに分かれており，日本の「情報Ⅰ」と
類似するのは後者の信息技術部分に限られる [36]。
さらに，この科目の設置は全国的に普及しているわ
けではない。

4.3　デジタル化が選抜制度にもたらす改革
デジタル化による変化は，「紙からペーパーレス
への置換」に限られず，大学入学者選抜における評
価基準そのものにも影響を及ぼしつつある。
1）知識再生型評価から，過程を重視する能力評価
へ
従来型の入試は，限られた時間内に正答を導き出
す力を測る性格が強く，思考の過程や判断の背景を
十分に評価できなかった。デジタル環境の整備によ
り，シミュレーション課題，インタラクティブ問題，
データ分析型課題など，より実社会に近い状況下で
の能力測定が可能になりつつある。
これらの課題形式は，従来の試験では測定が難し
かった情報処理能力，論理的思考力，総合判断力と
いった認知能力をより深く把握することを可能にす
る。例えば，アニメーションや音声を用いた問題の
提示により，受験者の理解が深まる効果が期待され
る。研究によれば，CBTを経験した学生が「すべ
てが文字でなく，情報処理能力が必要と思う」と回
答していることが報告されている [37]。
こうした課題では，受験者が得点に至るまでの思
考プロセスや判断の変化を記録できる点が特徴であ
る。問題解決の順序，情報取捨選択の傾向，他者と
の協働のあり方など，紙筆試験では把握しにくかっ
た要素が評価対象に組み込まれる [38]。結果だけで
なく「どのように考えたのか」を評価できる点は，
デジタル化による重要な変化の一つといえる。
また，グループワーク型やプレゼンテーション型
の入試においては，受験者のコミュニケーション，
協働，創造性を観察・記録する仕組みの導入が進ん
でいる。これらの方式は既に一部の大学で実践され
ており，デジタルツールを用いた学力の多面的把握
が徐々に広がりつつある。
例えば，日本のデジタルハリウッド大学では「サ
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複雑な数学の証明問題をデジタルプラットフォーム
上で入力する際の煩雑さなど，無視できない課題も
存在する。
2）日中両国における将来の相異
デジタル化に伴う課題そのものは日中で共通して
いるが，その対応の仕方や改革のスピードには明ら
かな違いがみられる。
日本の大学入試改革は，制度の安定性と社会的信
頼を損なわないことを前提に，慎重に段階を踏みな
がら進められてきた。新たな試験方式の導入に際し
ては，公平性への影響や現場負担への配慮が重視さ
れ，合意形成に時間を要する傾向がある。その結果，
デジタル化の進展は緩やかである一方，急激な制度
変更に伴う混乱を抑える効果も生じている。
これに対して，中国の改革は，中央政府主導のも
とで短期間に広範な制度変更を行う点に特徴があ
る。オンライン出願・試験採点，AIを用いた試験
監督などは，試行段階を経たのち，比較的短いサイ
クルで制度化されてきた。地域教育機関が技術イン
フラや運用指針を集中的に整備することにより，大
規模な受験者集団を対象とした標準化が可能となっ
ている。その一方で，地域間の設備格差や技術への
依存度の高さが，新たな不平等やリスクを生み出す
可能性も否定できない。
したがって今後の日中比較においては，改革の速
度そのものを評価するのではなく，それぞれの文脈
の中で，どのような条件のもとでデジタル化が制度
として定着しうるのかを検討する視点が重要であ
る。
3）技術の応用から制度的統合へ
現在，多くの大学入試では，デジタル技術は主と
して出願手続や採点の効率化を目的として導入され
ている。しかし，以上の分析を踏まえると，学習活
動や評価がオンライン化されるにつれ，技術は単な
る補助的ツールにとどまらず，選抜制度そのものの
枠組みを組み替える契機となりつつある。鍵となる
のは，入試を「一回限りの選抜の場」としてではな
く，初等中等教育で蓄積された学習履歴や成果と連
続したプロセスとして位置づけ直す視点である。こ
のような考え方は，日本においても政策的議論の中
で共有されつつある [41]。教育データの構築および
活用は，今後の教育の進化と制度改革を支える重要
な要素の一つである。
また，教育データの活用を制度的に位置づけるた
めには，学校現場，大学，行政機関，技術提供者の

ル化は新たな課題も同時に生み出している。公平性，
安全性，信頼性を担保しながら改革を推進すること
は，今後の大学入試制度にとって避けて通れない中
核的な課題である。本節では，前節で示した変化を
前提として，制度運用上の課題と将来的方向性に焦
点を当てる。
1）日中両国に共通する課題
①デジタル・ディバイド
基盤と機器の普及度の不均衡に起因するデジタ
ル・ディバイドは，世界的に対応を迫られている課
題である。本稿でこれまでに述べてきたデジタル化
の利点は，一定のデジタル基盤が整備されているこ
とを前提としている。特に留意すべき点として，遠
隔地や経済的に発展が遅れている地域の学生が，都
市部の学生と同等のデジタル機器やネットワーク環
境を得られない可能性がある。例えば，タブレット
端末や試験専用デバイスのコストが高く，一部の学
校や家庭では負担が難しいという問題もある。こう
した格差を是正するためには，国家レベルでの設備
補助やネットワークインフラの整備が欠かせない。
これらの課題の中でも，入試の公平性に直接関わる
点で，デジタル・ディバイドの問題は特に重要であ
る。
②データセキュリティとプライバシー保護
デジタル化によって，受験生の個人情報，成績，
志望校データなどが電子的に管理されるようになる
が，これらのデータは不正アクセスの標的となり得
る。また，AI技術を活用する場合，学生の個人情
報がAIによって乱用されるリスクも看過できない。
したがって，データ暗号化技術の強化とネットワー
クセキュリティ監視体制の構築，厳格なデータ管理
規範の策定が不可欠であると考えられる。
③ AI 技術の信頼性

AIを活用した採点は，特に記述式問題での効率
向上に大きく寄与すると期待されるが，その信頼性
をめぐっては依然として議論がある。AIの採点結
果が完全に信頼できるレベルに到達するまでは，人
間と AIの併用による採点方法が不可欠である。ま
た，AI監視システムの誤検出が原因で不要なトラ
ブルや受験生の権利侵害が起こる可能性もある。
④試験内容と形式の適合性
入試が CBTへ転換した場合，問題形式や試験内
容の再設計は避けられない。例えば，動画や音声を
用いた出題や，プログラミング・データ分析など実
践的な操作を伴う問題の導入が考えられる。一方で，
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